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ラップ専用・世界株式アクティブ 
（グローバル・マルチテーマ） 

運用報告書(全体版) 
 

第２期（決算日2024年11月14日） 
 

作成対象期間（2023年11月15日～2024年11月14日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 
 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 
信 託 期 間 2023年６月30日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

グローバル・マルチテーマ マザーファンド（以下「マザーファンド」といいます。）受益証券への投資を通じて、新興国を含む世界
各国の株式（DR（預託証書）を含みます。）を実質的な主要投資対象とし、信託財産の成長を目標に積極的な運用を行なうことを基本
とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として為替ヘッジを行ないません。 

主な投資対象 
ラップ専用・世界株式アクティブ 
（グローバル・マルチテーマ） 

マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。なお、株式等に直接投資する場合があります。 

マザーファンド 新興国を含む世界各国の株式（DR（預託証書）を含みます。）を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

ラップ専用・世界株式アクティブ 
（グローバル・マルチテーマ） 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への実質投資割合には制限を設けません。 

マザーファンド 
株式への投資割合には制限を設けません。 
外貨建資産への投資割合には制限を設けません。 

分 配 方 針 
毎決算時に、原則として経費控除後の繰越分を含めた配当等収益と売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額水準等を勘案して
分配します。留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 
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ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2023年６月30日 10,000 － － 100.00 － － － 1 

１期(2023年11月14日) 10,832 5 8.4 103.91 3.9 96.4 － 679 

２期(2024年11月14日) 15,371 5 41.9 138.76 33.5 97.1 － 2,128 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

＊ 参考指数（＝「MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引後配当込み・円換算ベース）」）は、MSCI ACWI（All Country 

World Index）Index（税引後配当込み・ドルベース）をもとに、当社が独自に円換算したものです。なお、基準価額への反映を考慮して、

営業日前日のMSCIオール・カントリー・ワールド・インデックスを営業日当日の対顧客電信売買相場仲値で円換算しております。設定

時を100として指数化しております。 

＊ MSCI ACWI（All Country World Index）Index（税引後配当込み・ドルベース）は、MSCIが開発した指数で、同指数の著作権、知的所有権

その他一切の権利はMSCIに帰属します。またMSCIは、同指数の内容を変更する権利および公表を停止する権利を有しています。 

（出所）MSCI 
 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2023年11月14日 10,832 － 103.91 － 96.4 － 

11月末 10,957 1.2 104.52 0.6 93.0 － 

12月末 11,226 3.6 106.26 2.3 94.6 － 

2024年１月末 12,198 12.6 111.96 7.7 96.9 － 

２月末 13,043 20.4 117.63 13.2 97.8 － 

３月末 13,599 25.5 122.38 17.8 97.2 － 

４月末 13,581 25.4 124.13 19.5 96.8 － 

５月末 13,885 28.2 126.82 22.0 95.3 － 

６月末 15,041 38.9 134.27 29.2 97.7 － 

７月末 13,510 24.7 126.84 22.1 93.2 － 

８月末 13,445 24.1 124.54 19.9 93.3 － 

９月末 13,537 25.0 126.74 22.0 92.4 － 

10月末 14,807 36.7 135.22 30.1 92.9 － 

(期  末)       

2024年11月14日 15,376 41.9 138.76 33.5 97.1 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）

◎運用経過 

○期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2023年11月14日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、MSCIオール・カントリー・ワールド・インデックス（税引後配当込み・円換算ベース）です。参考指数は、作成期首（2023

年11月14日）の値が基準価額と同一となるように計算しております。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

（上昇） FRB（米連邦準備制度理事会）がインフレ状況を判断する上で重視するPCE（個人消費

支出）コア価格指数が、2023年12月のデータにおいて前年同月比でほぼ３年ぶりの低

い伸びとなったこと、複数の米IT企業が10-12月期決算で市場予想を上回ったこと、米

半導体メーカーの2024年２-４月期業績見通しがAI向け需要の強さから市場予想を大

きく上回ったこと 

（下落） FOMC（米連邦公開市場委員会）メンバーであるリッチモンド連銀のバーキン総裁がイ

ンフレ抑制に関して時間をかけて対応することが賢明だと述べたことにより早期の利

下げ期待が後退したこと 

（上昇） ４月の米雇用統計において雇用者数や平均時給の伸び率が市場予想を下回り、早期の

利下げへの期待が高まったこと、企業向けにネットワーク機器などを提供する米IT企
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ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）

業のAI向けサーバー事業の２-４月期売上高が急増したことが好感されたこと、為替市

場で円が下落（円安）したこと 

（下落） 中国の４-６月期の実質GDP（国内総生産）成長率が市場予想を下回ったこと、米国が

同盟各国に中国向け半導体輸出に関する規制強化を要請し、米半導体メーカーの業績

への悪影響が懸念されたこと、８月の米ISM製造業景況指数が景気判断の節目となる

50を５ヵ月連続で下回ったことなどから景気悪化懸念が強まったこと、為替市場で円

が上昇（円高）したこと 

（上昇） FOMCにおいて政策金利の0.5％引き下げが決定され、FRBが労働市場を下支えする姿

勢を明確化したこと、米半導体メーカーが９-11月期についてAI向けメモリー需要の高

まりを受けて市場予想以上に好調な見通しを示したこと、９月の米非農業部門雇用者

数が市場予想を上回り景気の底堅さが意識されたこと、為替市場で円が下落したこと 

 

○投資環境 

世界の株式市場は、当期初、FOMCにおいて2024年末にかけての政策金利引き下げが示唆さ

れたことなどを背景に上昇して始まりました。その後も、複数の米IT企業が10-12月期決算で

市場予想を上回ったことを受け上昇しましたが、2024年４月に入ると、FOMCメンバーである

リッチモンド連銀のバーキン総裁がインフレ抑制に関して時間をかけて対応することが賢明

だと述べたことにより早期の利下げ期待が後退したことから下落しました。５月は、４月の米

雇用統計において雇用者数や平均時給の伸び率が市場予想を下回り、早期の利下げへの期待が

高まったことなどから、上昇しました。その後も、企業向けにネットワーク機器などを提供す

る米IT企業のAI向けサーバー事業の２-４月期売上高が急増したことなどが好感され、上昇し

ました。７月に入ると、中国の４-６月期の実質GDP成長率が市場予想を下回ったことや、米

国が同盟各国に中国向け半導体輸出に関する規制強化を要請し、米半導体メーカーの業績への

悪影響が懸念されたことなどから下落しました。８月上旬には米雇用統計において７月の失業

率が4.3％と約３年ぶりの高水準となったことから景気悪化懸念が強まり、下落しました。そ

の後、７月の米小売売上高が市場予想を上回ったことで景気悪化懸念が和らいだことなどから

上昇したものの、９月上旬には８月の米ISM製造業景況指数が景気判断の節目となる50を５ヵ

月連続で下回ったことなどから景気減速懸念が強まり、下落しました。その後は、FOMCにお

いて政策金利の0.5％引き下げが決定され、FRBが労働市場を下支えする姿勢を明確化したこと

から上昇し、当期末にかけては、９月の米非農業部門雇用者数が市場予想を上回り景気の底堅

さが意識されたことなどが好感され上昇し、当期において世界の株式市場は上昇しました。 

為替市場では、当期初、米経済の力強さから日米金利差の大きい状態が続くとの見方が強ま

り、米ドル高・円安が進行しました。その後、景気悪化懸念による米利下げ期待などから日米

金利差が縮小するとの見方が強まり、米ドル安・円高が進行しましたが、当期末にかけては再

び米国景気の底堅さなどから日米金利差が拡大するとの見方が強まり米ドル高・円安が進行

し、当期を通じて米ドル高・円安となりました。 
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ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）

○当ファンドのポートフォリオ 

［グローバル・マルチテーマ マザーファンド］ 

・株式組入比率 

当期を通じておおむね高位を維持しました。 

 

・当期中の主な動き 

（１） 業種別配分につきましては、情報技術セクターなどを期中平均でオーバーウェイト（参

考指数に比べ高めの投資比率）としました。一方、生活必需品セクターなどを期中平均

でアンダーウェイト（参考指数に比べ低めの投資比率）としました。 

 

（２） テーマ別配分につきましては、「AI/ビッグデータ」や「テクノロジーの社会への普及」

などのテーマに関連する銘柄の投資比率を期中平均で高めにしました。前期末から当期

末への変化としては、「高齢化社会」などのテーマに関連する銘柄の投資比率を引き上げ

た一方、「AI/ビッグデータ」などのテーマに関連する銘柄の投資比率を引き下げました。 

 

［ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）］ 

・主要投資対象である［グローバル・マルチテーマ マザーファンド］受益証券を当期を通じ

ておおむね高位に組み入れました。 

 

・為替ヘッジ 

当ファンドの運用の基本方針に従い、為替ヘッジは行ないませんでした。 
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ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

当期は、参考指数としているMSCIオール・カ

ントリー・ワールド・インデックス（税引後配

当込み・円換算ベース）の騰落率が33.5％の上

昇となったのに対して、基準価額の騰落率は

41.9％の上昇となりました。 

 

（主なプラス要因） 

①資本財・サービスセクターやコミュニケー

ション・サービスセクター内での銘柄選択効

果がプラスに寄与したこと 

②生成AIの利用拡大により、データセンター向

け半導体の売り上げ拡大が期待できると判断し、オーバーウェイトとしていた米国の半導

体・半導体製造装置株や、手術支援ロボットを利用した外科手術への中長期的な需要の高ま

りにより恩恵を受けると判断し、オーバーウェイトとしていた米国のヘルスケア機器・用品

株の株価騰落率が参考指数を上回ったこと 

 

（主なマイナス要因） 

①金融セクター内での銘柄選択効果がマイナスに影響したこと、株価騰落率が参考指数を上

回った同セクターをアンダーウェイトとしていたこと 

②連続的に生成される大量のデータを処理するソフトウェアへの需要が中長期的に拡大する

と判断し、オーバーウェイトとしていた米国のソフトウェア株や、希少遺伝子疾患である軟

骨無形成症の治療薬において適用年齢の引き下げや治療対象範囲の拡大が達成されること

によって中長期的な業績成長が期待できると判断し、オーバーウェイトとしていた米国のバ

イオテクノロジー株の株価騰落率が参考指数を下回ったこと 
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ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）

◎分配金 

（１） 収益分配金については、基準価額水準等を勘案し、配当等収益を中心に、１万口当たり

５円とさせていただきました。 

（２） 留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行ないます。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第２期 

2023年11月15日～ 
2024年11月14日 

当期分配金 5  

(対基準価額比率) 0.033％ 

 当期の収益 5  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 5,371   
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

 

◎今後の運用方針 

［グローバル・マルチテーマ マザーファンド］ 

・投資環境 

米国経済は、内需に支えられ堅調に推移しています。７-９月期の実質GDP成長率は前期比

年率＋2.8％となり４-６月期に続き高水準でした。また、10月のCPI（消費者物価指数）上昇率

は前年同月比＋2.6％と落ち着いており、食品・エネルギーを除くコアインフレ率は同＋3.3％

にとどまりました。９月のFOMCでは、政策金利は0.5％の大幅利下げが決定され、11月も0.25％

の利下げが決定されました。今後の金融政策や地政学リスクの高まり、トランプ次期米政権の

下で実施される経済政策、外交政策などに注視が必要です。 

 

・運用方針 

グローバルな視点で投資魅力のある中長期の成長テーマを複数選定し、関連する銘柄群を中

心に成長性に着目した銘柄選択を行ないます。成長テーマの選定は、「新たな価値の創造」、「新

興国へのトレンドの広まり」、「社会構造の変化」の観点から選定することを基本とします。成

長テーマは必要に応じて入れ替えを行ないます。また、市場環境やマクロ経済動向も加味し、

組入銘柄および組入比率、その結果としての成長テーマごとの投資比率を決定します。 
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ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）

AI、ビッグデータ、IoT（モノのインターネット）、自動運転、クラウドなど高い成長が期待

されるテーマや、消費、ヘルスケアなど比較的安定的な成長が期待されるテーマにも注目して

まいります。今後も政治情勢や金利動向なども考慮しつつ、「中長期成長期待への積極的投資」

と「短期的な株式市場環境への対応」をバランスよく運用してまいります。 

 

［ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）］ 

主要投資対象である［グローバル・マルチテーマ マザーファンド］受益証券を高位に組み

入れ、実質組入外貨建資産については為替ヘッジを行なわない方針です。 

 

今後とも、引き続きご愛顧を賜りますよう、よろしくお願いいたします。 
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○１万口当たりの費用明細 (2023年11月15日～2024年11月14日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 106  0.803  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 95)  (0.715)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (  7)  (0.055)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.033)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 9   0.069   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  9)  (0.069)   

 （ 投 資 信 託 証 券 ） (  0)  (0.000)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 2   0.019   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   ※有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  2)  (0.019)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.009   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.004)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.003)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)  信託事務の処理に要するその他の諸費用 

 合 計 118   0.900    

期中の平均基準価額は、13,235円です。  

 
＊期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン

ドに対応するものを含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数

第３位未満は四捨五入してあります。 
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ラップ専用・世界株式アクティブ（グローバル・マルチテーマ）

（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は0.80％です。 
 

  
（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）当ファンドのその他費用には、外貨建資産の保管等に要する費用、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託事務の処理に

要するその他の諸費用等が含まれます。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2023年11月15日～2024年11月14日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・マルチテーマ マザーファンド 290,030 1,605,017 112,847 670,316 

 
＊ 単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2023年11月15日～2024年11月14日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・マルチテーマ マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 241,443,162千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 125,223,047千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 1.92   
 
＊ (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年11月15日～2024年11月14日) 

 

 該当事項はございません。 
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 
○自社による当ファンドの設定、解約状況 (2023年11月15日～2024年11月14日) 

期首残高 
（元 本） 

当期設定 
元  本 

当期解約 
元  本 

期末残高 
（元 本） 

取 引 の 理 由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
1 － 1 － 当初設定時における取得とその処分 

 
○組入資産の明細 (2024年11月14日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・マルチテーマ マザーファンド 149,975 327,159 2,124,570 
 
＊ 口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。   

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2024年11月14日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・マルチテーマ マザーファンド 2,124,570 92.4 

コール・ローン等、その他 175,279 7.6 

投資信託財産総額 2,299,849 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

＊グローバル・マルチテーマ マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（153,860,899千円）の投資信託財産総額（162,675,363

千円）に対する比率は94.6％です。 

＊外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。１米ドル＝155.77円、１英ポンド＝197.95

円、１デンマーククローネ＝22.06円、１ユーロ＝164.54円。 

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年11月14日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 2,299,849,761   

 コール・ローン等 175,277,713   

 グローバル・マルチテーマ マザーファンド(評価額) 2,124,570,909   

 未収利息 1,139   

(B) 負債 171,038,254   

 未払収益分配金 692,462   

 未払解約金 161,852,652   

 未払信託報酬 8,458,442   

 その他未払費用 34,698   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 2,128,811,507   

 元本 1,384,924,650   

 次期繰越損益金 743,886,857   

(D) 受益権総口数 1,384,924,650口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 15,371円 
 

（注）期 首 元 本 額 は 627,461,325 円 、 期 中 追 加 設 定 元 本 額 は

1,735,483,333円、期中一部解約元本額は978,020,008円、１口当

たり純資産額は1.5371円です。 
 

○損益の状況 (2023年11月15日～2024年11月14日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 30,854   

 受取利息 31,169   

 支払利息 △        315   

(B) 有価証券売買損益 367,239,052   

 売買益 503,888,068   

 売買損 △136,649,016   

(C) 信託報酬等 △ 13,199,702   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 354,070,204   

(E) 前期繰越損益金 19,049,711   

(F) 追加信託差損益金 371,459,404   

 (配当等相当額) (   72,206,909)  

 (売買損益相当額) (  299,252,495)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 744,579,319   

(H) 収益分配金 △    692,462   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 743,886,857   

 追加信託差損益金 371,459,404   

 (配当等相当額) (   73,500,287)  

 (売買損益相当額) (  297,959,117)  

 分配準備積立金 372,427,453   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによる

ものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等

相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設

定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいい

ます。 
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（注）分配金の計算過程（2023年11月15日～2024年11月14日）は以下の通りです。 

項 目 
当 期 

2023年11月15日～ 
2024年11月14日 

a. 配当等収益(経費控除後) 10,712,519円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 343,357,685円 

c. 信託約款に定める収益調整金 371,459,404円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 19,049,711円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 744,579,319円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,376円 

g. 分配金 692,462円 

h. 分配金(１万口当たり) 5円 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 5円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 

○お知らせ 

投資信託約款に規定している委託者が行なう公告を掲載する当社ホームページのアドレス

を「http://www.nomura-am.co.jp/」から「https://www.nomura-am.co.jp/」に変更する所要

の約款変更を行ないました。 ＜変更適用日：2024年７月４日＞ 

 

2024年11月５日より、ファンドの設定解約の申込締切時間を以下の記載のとおり変更いたしました。 
 

原則、午後３時30分までに、販売会社が受付けた分を当日のお申込み分とします。 

（販売会社によっては上記と異なる場合があります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。） 
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